
9/7 小津安二郎監督の最高傑作であるばかりでなく､日本映画の金字塔。出演笠智衆、東山千栄子

木 原節子。何度見ても静かな感動がじんわりと胸にしみていきます。

9/14 山田洋次監督、高倉健、倍賞千恵子主演。北国の牧場で暮らす母子が出会うさすらいの男との

木 愛と別れの物語。名作西部劇「シェーン」の本歌取り映画。

9/21 キャロルリード監督、オーソン・ウェルズ主演。クライムサスペンス映画の傑作。

木 カンヌ映画祭でグランプリを獲得。大胆なカメラアングルと音楽も注目です。

9/28 小津安二郎監督、佐野周二、田中絹代主演。戦後の東京を舞台に、復員してきた夫と病気の

木 子供を抱えて夫を待った妻との、過酷な現実と葛藤そして魂の救済へと向かう物語。

10/5 山田洋次監督、西田敏行、竹下景子主演。夜間中学を舞台に生徒と先生の交流を通じて

木 学ぶこと教えることの本質を問いかける感動作。

10/12 ゲイリー・クーパー、マレーネ・ディートリッヒ主演の１９３０年ハリウッド映画。

木 スターの魅力満載。外国人部隊の男とモロッコの酒場の女の愛の物語。

10/19 小津安二郎監督、原節子､笠智衆主演。原節子が「紀子」という名前で演じた「紀子三部作」

木 （他は「晩春」「東京物語」）の２作目。父と娘と結婚を巡る物語。

10/26 山田洋次監督、吉永小百合主演。１９４０年という過酷な時代に「母べえ」を中心に

木 つつましく生き抜く家族の姿を吉永小百合が演じる共感の物語。
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★次回読書会は 10月10日（火）13時半から

★第三回詩話会は10月7日（土）13時半から

★詩人戸井みちおが現代詩の名作を優しく解説します。詩の名作をお茶請けに皆さんとお茶を飲み楽
しく語り合う会です。
★今回は黒田三郎の詩を取り上げる予定です。市民の生活に根ざした感情を平明な言葉で描いた、優
しさに溢れる愛の詩人。「ひとりの女に」と言う詩集、こんな素敵なラブレターを未だかつて読んだ
ことがありません。実は彼は大酒飲みです。酒を飲んだから書けた詩なのか、飲んでも飲まなくても
書けた詩なのか、酒飲みの私としては是非とも解明したい事柄です。（あくまで出琉の個人的感慨）

★お気軽にお越しください。テキストなどすべてご用意いたします。

コリーナの秋は
詩話会と読書会と映画会と狂言綺語

9.10月映画会スケジュール

★妙法蓮華経普賢菩薩勧発品第二八の音読と解説を行う予定です。法華経の一番最後の章です。こ
こにも陀羅尼（呪文）が出てきます。陀羅尼は声を出して読むと少し不思議な感じになります。
★資料はすべてこちらで用意いたします。また初めての方も、途中からの参加でも十分楽しめる会
だと思っています。お待ちしています。



狂言綺語・・・コリーナの秋
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玄関を開けたとたん金木犀の香が朝の冷たい空気を和ませて、鼻の奥をこそばゆくさせていきます。
あちこちの庭に列になって咲く彼岸花の、繊細なのに鮮やかな赤が歩調に合わせて眼の端を歩き去って
いきます。
アスファルトに今落ちたばかりの栗の鋭いイガを、靴底で踏んでいいものかどうかつま先が足踏みをし
ています。
季節はずれの日暮らしの鳴き声が、ついこの間まで美声を競っていたツクツクボウシやミンミンゼミの
声を耳の底に呼び覚まします。
7月の初めから毎日のように収穫し舌と胃袋を満たしてくれた夏茄子は、いつの間にか秋茄子と呼んだ方
がふさわしいような大きさと手触りと味になりました。
昨日の雨で落ち葉となった桜の葉を掃いていると、風と共に新しい葉がこの身と竹箒にまとわりついて、
また仕事を増やしていきます。
コリーナの秋は全身を使って味わい尽くすことができます。注１眼と耳と鼻と舌と身と意（こころ）で

秋をありのままに受け取って、味わった色と声と香りと味と感触と心持ちをそのままに秋に返してあげ
れば、ちょっとだけ心根が優しく安らかな気分になって来ます。
このありのままに受け取るということは、どういうことでしょうか？
例えば栗は8月の終わりから今日にいたるまで大量に実を落とし、美味しさを提供してくれています。

でも実を落とすその行為は他の生き物にごちそうを提供することが目的ではないでしょう。どんぐりの
実は9月初旬の一週間ほどの間に、小さく青い実と葉っぱを4，5枚付けた塊を多量に落とします。まだ大
きくはなっていない未熟などんぐりの実が、生き急ぐかのように大量に空から降ってきます。
生物学に詳しくないので私の見立ては間違っているかもしれません。ただ栗の実もどんぐりの実も落と
されているのでなく、自らの意思で木から分れて地上に降り立っていると感じるのです。おそらく一番
強い実一つが次の世代へと木の命をつなげるために、そうでないものは自ら落下を選んでいるのではな
いでしょうか？生き物が永遠の未来へと命をつなげるためのすがた。これが私がありのままに観た地上
に降り立った栗とどんぐりの実のあるがままのすがた（実相）です。
イタチらしき小動物を口にくわえて歩道から森の中に入っていったカラス。皮と毛だけが残されたウ

サギの亡骸。車にひかれてぺちゃんこになったタヌキや蛇。木の下に取り残された大量のセミの抜け殻。
バッタに丸坊主にされた大根の葉っぱ。イノシシに掘り返された畑。夜の狐の寂しい鳴き声。明け方の
鳥の奇声。この1か月に私が見たコリーナの自然はきりがありません。これを残酷やかわいそう気味悪い
などという言葉で表現することは間違いでしょう。現象を言葉にして評価してしまうと、それはもうす
でにありのままに受け取ったことにならないからです。
前回、ありのままに自分の心を観ることを仏教専門用語では「観心」と言い「自分の心を素直に観て

その心と対話する」ことだとお話ししたと思います。今回は私なりの「観心」の実践方法をお話ししま
す。「コリーナの秋」を眼と耳と鼻と舌と身と意で受け取った当初は「気持ちいい」「楽しい」「かわ
いそう」「辛い」というような感情が沸き起こります。その感情がもたらすかたち（例えば落下した栗
の実）に目を凝らしていると（観察する）、いつの間にかそのかたちの中にある栗のいのちが語りかけ
てきます。「僕はこのようなかたち（実相）なんだよちゃんと観てね」と。心も頭も空っぽにしてその
もののかたちを見つめると、いつの間にか栗というかたちの中にあるいのちが語りかけてきてくれるの
です。その時「楽しい」や「かわいそう」や「辛い」という様々な”感情“は感動や感謝や慈しみに変
わってくるのです。これを難しい仏教語で言うと”観心によって永遠のいのちと感応道交した“と言うよ
うですが、話がややこしくなってきそうなので、ここまでにします。

ありのままにこの社会を観ることで、自分の“感情”が感動や感謝や慈しみに転じていく。そうなれ
ばきっと“やすらぎのところ”にいつかは辿り着けるような気がします。とここまで書いて
「だが、それじゃお前はただ見ているだけの傍観者じゃないか？」と追及され、フリーズしてしまいま
した、締まらないまとめですみません。今回はここで強制終了いたします。
「見る」と「観る」についてもう少し考えてみる必要がありそうです。
それではまた次号でお会いしましょう。（出琉）

注1：眼・耳・鼻・舌・身・意の6種類の器官を6根といい、
6根がその対象に対する執着を断って清らかな状態になるこ
とを6根清浄という。


